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    視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
りゆう

がある人
ひと

のために，営利
えいり

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
てんじ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 
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【１１】内務省
ないむしょう

や文部省
もんぶしょう

を動
うご

かす 
 

井上
いのうえ

書記官
しょきかん

との面談
めんだん

では，広島
ひろしま

県内
けんない

で青年
せいねん

団体
だんたい

が夜
や

学校
がっこう

を開催
かいさい

している現状
げんじょう

を報告
ほうこく

し，国
くに

として

統一
とういつ

指導
しど う

の必要性
ひつようせい

を進言
しんげん

した。その内容
ないよう

が内務
ないむ

大臣
だいじん

に報告
ほうこく

されたと見
み

え，１９０５年（明治３８年）

９月２９日付の内務省
ないむしょう

地方
ちほ う

局 長 名
きょくちょうめい

で各県
かくけん

知事宛
ち じ あ て

に「模範
もはん

となる青
せい

年会
ねんかい

の組織
そしき

・事業
じぎょう

などについて

調査
ちょうさ

報告
ほうこく

するよう。」と通達
つうたつ

が出
だ

された。また，翌年
よくとし

９月には『地方
ちほう

自治
じ ち

と青年
せいねん

団体
だんたい

』の小冊子
しょうさっし

を全国
ぜんこく

の郡
ぐん

長宛
ちょうあて

に配布
はいふ

した。こうした内務省
ないむしょう

の動
うご

きは，瀧之
たきの

助
すけ

の熱心
ねっしん

さもあったが，日露
にちろ

戦争
せんそう

という時局
じきょく

を契機
けいき

に青年
せいねん

団体
だんたい

を地方
ちほう

自治
じ ち

の発展
はってん

に期
き

すための大切
たいせつ

な団体
だんたい

と考
かんが

えるようになったからである。 

 一方
いっぽう

，文部
もんぶ

省
しょう

は，１９０５年（明治３８年）第
だい

５回
かい

全国
ぜんこく

連合
れんごう

教育会
きょういくかい

に「補習
ほしゅう

教育
きょういく

の普及
ふきゅう

発達
はったつ

を

図
はか

る最
もっと

も有効
ゆうこう

な方法
ほうほう

」を諮問
しもん

した。広島県
ひろしまけん

からは，小学校
しょうがっこう

教員
きょういん

の山本瀧之
やまもとたきの

助
すけ

が代
だい

議員
ぎい ん

に抜擢
ばってき

され

た。会議
かいぎ

は，８月５日から３日間
かかん

，東京
とうきょう

で開
ひら

かれた。瀧之
たきの

助
すけ

は，「国
くに

は若
わか

連中
れんちゅう

を再編
さいへん

成
せい

し，新
あたら

し 

い青年
せいねん

団体
だんたい

を組織
そしき

すること。青年
せいねん

団体
だんたい

が今
いま

着手
ちゃくしゅ

すべき事業
じぎょう

は夜学会
やがくかい

・文庫
ぶんこ

の設置
せっち

・演説会
えんぜつかい

・共同
きょうどう

作業
さぎょう

 

などを列挙
れっきょ

し，国
くに

は地方
ちほう

における青年
せいねん

団体
だんたい

の

指導
しどう

奨励
しょうれい

をすべきである。」と提案
ていあん

した。瀧之
たきの

助
すけ

の提案
ていあん

は全面的
ぜんめんてき

に取
と

り上
あ

げられ，以後
い ご

，文部
もんぶ

省
しょう

が青年団
せいねんだん

の組織化
そ し き か

や活動
かつどう

に前向
まえむ

きに取
と

り

組
く

むことになった。 

  

執筆
しっぴつ

：上田
うえだ

 靖士
せいし

（山本瀧之
やまもとたきの

助研究会
すけけんきゅうかい

）農閑期
のうかんき

に開
ひら

かれた沼隈郡
ぬまくまぐん

の青年
せいねん

夜学会
やがくかい

（絵
え

：竹下
たけした

 夢二
ゆ め じ

） 


